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38)田中信行,玉虫伶太 :hepta益もlor叩 CloLexaneのポ
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殺虫剤の揺搾剤としての非会見性粉末封に就て
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五IineralB;4griculttTl仇emical8･主(3).･24･1949･

∴.非金属稀釈剤は五つに大別することが出来る｡ク

t/r (clay),滑石 (talc)1-yリカ撹 (6ilicaB),石

衣製品及び其他の稀釈剤である占此の最後の部掛こl
屈するものに有効成分として用いられる硫 安があ＼

FJヽ･その他特殊な目的に使用される石膏'胡桃殻･

オ1)-ブ油柏等があるO
クレー靭 (chyり ほ更に分叛すると, カオ.iy

(Kaoin),フラースアース恕 (Tuller8earthtyか).

IY トj-イ ト (h tnite)及碓となり-,此等の化学

､約及物理的特性を約一表に示す.

1/ ゝ Aタルク矧 ま鉱物学及物理学の上から五つの一般型

･にii類出来るo即を繊維質 (fibrot娼)･鱗片状 (la-

mellar),結晶質 (Crystalline),石鹸石 (60aP如ne)

:L及ピロブイライト(pyrophyllite)であるO タルク

矧 ま一般に非常に安定で,pfL債が広範軌 こ変化し

ノても出来た粉剤には本質的に問題にならない｡使用

盲れ{.L､るタルク規を第二表に志すoII:
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第二表 TAtCS

侠mされているタルク対

西経中断 状 - 可 石- llpH.reophy'

･草餅 琴151-可 51-62I35--0

チノY
ビレト1)
ン ･

こ′コチy農欝 軸

シ1)カ瓶 (SilicaB)は伍か三種斑,<･あるが.' この中珪

預土 (di?tJmaqeu8､earth)と pumiciteが使用写れ筋三

の tripolitcは大して霞要でない.その個々の特睦を要

約して妨≡表に戻す0 ..

_第三表 gilicaB

s'リ力対の三つの型 .

J滑石衣及粉砕石衣石 (茨酸カルシウム)は合歳殺虫剤

に使用せられる.石衣は一部分,粉末調整剤とし,又有

効成分として広く位用せられる｡此等を妨四表に京でo

附 石 衣 'l 発酸カル5'ウム

11-12.5

有効典物として

一部分椅助剤とLt

(瓦CO3I-78｣巧9.ち

叫gCOI 0.3⊥1..0一

/′＼
℃.01-0.34

30- 5 5

95- 99.8
7.7-9.5､

'種 々

第五表にそCT_他の稀釈剤で設虫剤JB2出上罷要 な ものを
京す｡

l第五表

音 ｢T 忘 茨 l胡鵬岬 ′

穐樗刑の特性 一

一 稀釈剤の PII債と有効成分とが適合している'のが正

しいのであるが,しかし同一のpⅡ債を有する稀釈剤が

右手である廃合でも,械量物の按鱗作用及び時由ま認め
)

･られない含有物'即ち三倍の鉄,'池班の水分,_或はゆる

く結合している結晶水執 こよっtt,或るPfr債を有する

稀釈剤重或る特定の有機殺虫剤と共に用いることが出来1./
る'ように改良されることがあるO

一般に酸性側の稀釈瓢 エロ'ナノゾ,ビV'ト.)'y,DI)T,

m C,及氷晶石に用いられ,､ァルカリ性q(lJのものはェコ

チy及批酸地獄に用いられるo∴ ノ

ダ!レク顎は pyrophyllite の外はすべてアルカリ頗把

･ある.しかし安東性がよいので.7チノン及有税築剤の措

体として広モ痩用せられてt､るO有効成分が中毒瓢 ･撲

鱗剤或は願 剤の何であるかによって控体の桂矧 よそのr.-r■

_役割に感じて適尊でなくてはならない.1それ故増体が適

申年場所へ琴駄のないようl宇題剤を分布させるかどうか

を調べる必軍がある｡突際,或る拾体は自体に薬剤を含

ノみ, 或るものは薬剤のまわりをとりまいている. 例え

ば,家宵に使用する場合と丑作物に使用する場合とでは

r)5 .
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属った給体を必要とするoPYrOi･hylliteの如き製品はク ー

レーよりも動物体へつきやすい｡
＼ I

'使用法や､らいって一般に地上放吟操 作 に は 35･q 5 ～

t′Lb/(.t8.*の範囲に奉る粉剤が必夢であるo飛行扱散布粉 ′

- 剤杜 60千･b/ft3･*に近い容顔否定を有す扇 :一此9位用

- 法による況乱された宗流状態の中では比重が犬きい程薬

一 期が定宿する傾向が大きくなる占 二

漂流 (drift)の関越は除草剤の出現によって滑 重々宰 ′

になりう あゝると添流の矧 こ,大きい此重を持つ不漁陸

~l物質は粉剤に一般的なものとなっているム硫酸,,'1)/T7-A.

(重晶石)の如き稀釈剤は4.0-4.5一'tいった高い比重の

極限の瓜田で使用せられることがあ/り,他?拾体と況%l

した場合には調合した粉剤を地上へ引き寄せる働きをす･II

る.漁 は粒子占大き盲と窄臨密度に密接な関係がある言､▲/

投手の大きさ

一般に凪別による3.5メーツシユ節を90-99.9%通過し

-た鉱物質粉末は満足出卒るものである去粒子は有琴詔剤-

を効恥的に迎ぶのに充分な程の微細琴で且高速鑑で使用

する場合に光を喝めて噂 .bない｡緬 由粒子の挙動は_,

●.有効成分と争耶するのを防くIi割こ大冠中でその拳動と正

確に一致しなくてはならない｡それ故粉剤中の奴分の割＼

･･ノ合it丁度液体中で琴濁液をつくる成分の割合と同感 こ宝

l

を示す?に対して粉剤は節の粒度で良好に佐用出来る｡

有効成分牢効果的に使吊する6,_に通巻な粒子の大きさを

逃走するには更It蒸完圧を考える必要がある.或る場合

には蒸気庄の必野性が最大の孟要性を持ち'その矧 こ粒

圧の必-4雌作が決定せられるごとがあるO均整のとれた

'粉剤に抹粒子の範囲が平均粒度よblも東に革質である｡

･その範囲が狭い蓮扮即 粉芹LJ* 画 こ望ましいもので

ある｡容那 度の関越も亦大きな要素であるO粉剤の流 ,I
劫性 (floivability)抹或る程度容蹟帯皮を変化さすこと :

によっ七調節出来る｡容拭密度は既に述べたさうに権か

.に大冠巾で粉体の峯劫に影響を粥える｡

l担体がなすr<き力走も重要な役割は防虫の去割こ適切な個 -

＼し 所に有効成分を定蔚させる七 とである.粉剤の流動性を

･∴ 強調す纏 に往 附々新生を犠牲に予ている;,担体は酌
､或る化学的な附着剤の補助をうけねばならない｡乾潟を

であを.一現在では粉剤調整物質として新しい一群の樹脂
■=ii

＼琴加物が有望であると考えられるO以上のことから粉剤

･は牽 くの特性を具えていなーくて抹ならなし.､,即ち洗敵性

-であること.乾潟いずれの状態の植物体にも附蔚するこ ･

*35･715き一b/ft3=o･56-0･72g/cc
**60Lb/ft3=0.96g/co
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と,′有効成分を植物体-遊ぶことが出来なくてほならな-

/
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∴-磨滅の問題抹馳 良剤製造業各 使用者双方にとって霊

.大な問題である.野剤中止含まれる遊離の.>少刈.t粉砕■t

麟' 撤粉機･ 噴霧機を速かに沿耗さ,TL貰う･ことがあ

る1.加 のシリカを多量LC含む或る桂の.PyrOPhyllitム

'を高速反故粉機で嘩用した場合に撤粉轡の破壊を惹起し

た例がある｡.

シ1)カ (Silica)と云う語抹SiO:な卑化合物或抹鉱物

の組成がSi02を有するものを包含している｡此のSi02

はマグネプア(丑屯0)或は他元素と結合して我 が々周知

の孝FAhYに欲し■､タルク (帥 欄 石P の如き天森物を形成 `

す右_=とがあるoシ_リ封土亦石英,黒珪石,長石卑他の

粗似鉱物のような化合物としても存在し,.それ等抹本質

的な政吉の矧 こ研磨材として使用せられる.磨耗性を輿′
'えるのはシリカの化学的のみならず物理的状態にも帰国 し

,する.

/ 稀釈剤の故瀞生.(BOrPtionlqualiti'B)の閲超は粉末に

液体を加え;同時に,.落ちる粉末製剤を固宿したいと云

う場合に極めで玉串なこ~とである｡ -

∴ 収着抹又,塩素化カy7ェーy (chlorinatcdィcatnphene

;､●To王aPhenc)及びI)Iyrの如き鑑融点の化合物を粉嘩J

調合する際に重要なことである｡又液状乳化剤を宗砧悶剤

として添加する野合にも非常に望ましいことである.--♂●

L,一及び珪藻出土通常,′粉剤が収着を必要とする際に蚊

も有効である.●収着は東放室に於いて容易に試験出来る

●特性の一つである｡

琴乱 紳 sorpt10m)'と附着 (aLdh(8ion)の程度は流動性

(flowability)と密接な関係がある.更に (a)担体を蚊

臆 し,､お5メッシュに粉砕した後の流動性,_(b) 粉剤rP

l等含有せられた後の流動性も閑楢であも..btの相似ま調′,

製後と貯放後とでt,̂･,屡 著々しい柏葦があるO流動嘩柚
,らのない浮遊をおこさせ'7:均一な分布を得る場合に柑こ

､重要セあるo或る揺任の混合或は粉砕の能力は他の把体/
と著じく異る｡例えばこ稜のクレーのあらゆる帆 的,∫
化学的特性が同一でありながら一つは他よりもI)DTを

時間各りにより多､く粉砕することがある.成る拍肘ま混

合機又抹上昇横の中で球になる傾向があり'その矧こ生

藍が可成り減少する-O･又也体か余り唾すぎて機威的に祁

助しないと斜管を流下出来なLl'iとがある -0(堀内随=)

或る種の貯鼓害虫に射し耳不活性琴粉が致死

的に働く部分に就いて｡ ＼

/ 一一V'･RWiggl柑WOrth･':Theβiteor･ACtionor
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叱学的に不活性な物符の班粉が,或る柾?昆虫I妄対し

て致死をもたらすJi;咽 に就いては,現在いくつかの説が一

'となえられているが,先に:.Wiggkswortll(1945)紘,

之が脚 誠咽説のひとつとして昆虫の表皮纏 軍?ic,

､水分を診透せしめない様な役割を洪じている蛸質の和皮ヽ
暦を不活性物質の拭粉が,きづっけるj3であると発安毒し

' たO触らは之等の坊胤1yl-(nbrtLBion) 郎 邑虫の如何な

る部分に起るかを究明したのが,蘇れ文の骨子で,7Te･.

nebrio仇OEitorIi'.,tlhigOPerlhadominica FABRICIUS

I･CraEandra9mnah -L･,An)bt'umpuncEalum DEOE血,･
T7.'boliuふ Confwuや JAQUELIN.及びPtinusLeelwIZZ'-

t'edの 6校の甲虫がこの研究に用いられているO砥粉に

依って蛸21の湖皮厨がiilつけられると,アyモ=3性水

酸化鉄を還元する物質,(多分 dihydro-vphcnc18)を含

有するや部暦が露出する弘 之を此の液に臣渋すれば

abraB王on をうけた部分は恐喝色又は'黒色に染ま右竿

で,此の原理を願用し-Y,その部分の究明をI行ってい

るO先ず甲虫を alumina の役粉に互,i:し,ガラス矧こ

一 雄

第一回BHC技術者研究.g試合記事

(昭和2045月2日]京都大学化学研究所tt於て)

武原:･研死去が世話役になってm C盈拙技術者及び盟

串関係の人 が々拭って相互ゐ迩格をはか､り･-mCの動地

我術等に鹿七線じ合った｡午前中は世話役代表としての

武居教授の挨函三次で夫々の会社の代墓技術者が製造の

大要を述べそれに就て質疑鷹等が行われ,_午後は主とし

て問題を規定しない自由討誠を行った.その内容を矧こ

m掛こ紹介して荘きたいL思う.＼
J各社の製法は;)この3こっに大別出来るO

.(A)吹込政一 benzene'をコ'ルベy,或は女yクに入れ瓦

斯状塩素を吹込む方法でその日的に感じて種々の形式の

ものが考案されているが,次の二つ-0方法に較べて特に

目立つ点は人工準源及びアルカ1)を使用する場如 て多い

ことである｡

､(B)紺下法一日準 射の下で多拙奴 醐 和 の卓方か -
ら bnzcneを内壁に沿って流下させ岨窮を下方から瓦斯

状で吹込んで,主として液状t*nzcncと:田抑伏哩累の2
/

相反窓による方法である｡ ▲/

･ー((C)完相法｢反感管を陶器製あ反鷹釜に連絡L･'h,nz･

eneと四塩化茨素を由もみ;加熱して鼠化させ反感管申

-を上昇させて塩素と反感させる方法である. i

.~以上各方法共反感後の処理は蒸気蒸潜,遠心分節或は

両者を併用してtl-る｡i. ＼̀■

摂 節 13 PJJt.
J i

入れて 250の邦城下にr･8時†川5.5く○此のmIに大抵のも

のは死滅するか,又は源死の状矧こおち入る故,之をE; `

%のアyそこヤ性水限化銃に1時けりつけて蛮色する｡試 .

.郡水で洗った後 cllrnOylBの問7=:液に1時ml証紙Lて同

_定する.それから之等が掛 ､班拍色,又は変符色になる ′

迄90%の過酸化水素溶液lまっけておく.脱色がui来=R妨

洗液L ale-oholで馳kLbeechwtoodcTeOSOIeで玲矧こ.

した後,-canadabal品m で封ずる方法を採っている.

nbrzwion一がおこる部分は種矧こ依 り;又同じ種概でも個

体に依り,幾らかの変異があるか,t､全強的に町 大体-

1､短Lf=場所にあらわTL.るこ即ち abraSion.ほ主として環 /

L'節の周線に起る.然し体熱 こつい七微粉に依って拐つい.

､た蓑皮の歌かい部分にも'又は微粉が入blこ冬そうな'

他?可動的な環節の部分Iとも惹起すも.尤も粉,叉は貯 ､

放吟に生酒iT_る昆虫比は｡Lケ誼の状態でも日が経つにつれ

て,趣く住かながら abmBiムnの現象を認める取ら;出来 - - ~

るD先報 (1945)に於て比べた矧 こ,こうした中 asiムn

の矧こ彪虫の表皮は,加こ対する謬透性が将し,それIと‥

加えて殺虫剤が浸入し易くなる故粉の形で殺虫剤を用い

一.る時は,この点にも注意すべきである｡ (長沢細大)｡■:::コr ∵

錦

･自由討罰の内容となった虫な軸は次のt;Rである.(lI,

割出の関越としてほ苗7･合1J-mICの生随 の可鰭性の有無､

の閃払 光源?閃払 吹込淡と拡下淡の毎矢の閉路

やn名eneあロスの問返等が招訊こ討訳された｡波長あ霊

泉に基く香典性体生成把のTJh:卿まないのではなカころうか

'と云う弘 光の存在は反庶逆圧を高める軒,慧レ光のない

場合淫は7ルカ.)E等p通告な触媒を必寄主すること,､而

してその何れゐ場合でもIimi 両者を併用してもγ･HC
の含畳には差異が見出されない事等は綜合された忠兄で

あるO(2)良薬としての使用状態とか或は変質及び昇華

-も色 1々問題になったが今後の早急な研究に待つ却とな′

った.(3)分析法t･=関しても稲々の恋兄があり,又中島助

教授との間に餌挟厭答があった｡同助教授によってその

際述べられた内符の詳細は防山科学誌13号に揃歌されて

いるoE4)八軒に対する号荘悼む関取こも関心が張り,'..0,_3

の会社から皮TEq炎拓が胡告された.これは個人差が多～

又 mIOそのものよりも別草成物に基くものであろうと

云う意見が多かった.fa工場従業員のナ唾的ゐ滑化器障

樽,txnzeneに基因する軽い痴呆症も報告写れた.(5)そ-

の他薬害･-臭気等も問題になったがこれ琴も又副生成物
によるものであろうと写れたO

単日の出稽者は農林省の良薬関係から10人,原粉製造

会社 (巴O故)から44̂ ,吋ICあ加工会社から12人,.京

大丑薬化学研究蛍及び化学研究所武居研究室から 1ET,人

で,合せて81名であった｡ 以 ヒ

ー G7.＼
l


